
動物診療助手第 3回認定試験問題 

 

問 1.次の中から受付業務として間違っているものを 1つ選びなさい。 

1.来院者にアイコンタクトを取り、笑顔で挨拶する。 

2.飼育者との会話に相槌を打ちながら、和やかな雰囲気で会話できるように心がける。 

3.飼育者の心情にあった言葉遣いで語尾をはっきりとさせるように心がける。 

4.飼育者の話を聞いている際はメモを取らず、会話が終わってから記憶していたことをメモ

書きする。 

5.身だしなみには十分に注意して、マニュキュアやピアスはしないようにする。 

 

正解 4. 

 

問 2.次の中から飼育者とコミュニケーションを取るときの間違いを 1つ選びなさい。 

1.眼の高さは、飼育者の眼の高さか低くなるように心がける。 

2.長い髪はまとめて、自然な髪色にする。 

3.動物診療助手として相応しい服装、姿勢、態度となるように心がける。 

4.言葉遣いは、飼育者の年齢や態度に合わせて変えるように心がける。 

5.香水等の使用は避けて、薄化粧を心がける。 

 

正解 4. 

 

問 3.次の中から受付における電話対応で正しい対応を 1つ選びなさい。 

1.飼育者からの電話は、どのような状況であっても獣医師に取り次がなければならない。 

2.電話の相手側を不安にさせないため、わからないことでも返答する。 

3.内容が聞き取れないときは、何回でも聞き直して相手側を不快にさせてもよい。 

4.分からないことがあれば、電話を保留にして獣医師等の指示を仰ぐ。 

5.保留時間が長くなってもよいので、調べるのに長時間かけてもよい。 

 

正解 4. 

 

問 4.次の中から短足が特徴の品種を 1つ選びなさい。 

1.デボンレックス 

2.ラグドール 

3.ドンスコイ 

4.マンチカン 

5.ラパーマ 



 

正解 4. 

 

問 5.次の中から予防注射証明書を作成するときに間違っているものを 1つ選びなさい。 

1.飼育者氏名・住所を間違いなく記入する。 

2.動物種・動物名・年齢を確認して間違いなく記入する。 

3.接種年月日・予防注射の種類を間違いなく記入する。 

4.分からないところは空欄にする。 

5.接種動物病院名・獣医師名を間違いなく記入する。 

 

正解 4. 

 

問 6.次の中から診療簿（カルテ）の記述についての注意で正しいものを 1つ選びなさい。 

1.診療簿の内容を SNS等で発信する。 

2.診療後に診療簿は破棄する。 

3.修正液を使用しないで診療簿の内容を修正する。 

4.診療簿は限られたスタッフしか見ないので乱雑に記入してもよい。 

5.修正をしやすいように診療簿は鉛筆で記入する。 

 

正解 3. 

 

問 7.写真の器具の名称を次の中から 1つ選びなさい。 

 



1.骨髄穿刺針 

2.マイクロチップインジェクター 

3.留置針 

4.生検用トレパン 

5.翼付静注針 

 

正解 2. 

 

問 8.次の中から狂犬病予防法によって狂犬病予防注射の接種対象なる犬の年齢を 1 つ選び

なさい。 

1.生後 14日以上 

2.生後 31日以上 

3.生後 61日以上 

4.生後 91日以上 

5.生後 121日以上 

 

正解 4. 

 

問 9.次の中から犬糸状虫について間違っているものを 1つ選びなさい。 

1.犬糸状虫は、一般的にフィラリアという名称で知られている線虫類である。 

2.成虫は、肺動脈から右心室の血管内に寄生する。 

3.成虫の体長は、20～30㎝である。 

4.中間宿主の蚊が感染犬を吸血するときにミクロフィラリア（L1）が蚊に吸引される。 

5.蚊が犬を吸血するときに第 2期幼虫（L2）が犬の皮膚から侵入する。 

 

正解 5. 

 

問 10.次の中から動物用医薬品であるノミ・マダニ駆除剤に関して正しい記述を 1つ選びな

さい。 

1.犬・猫を同伴しない購入希望者に販売する。 

2.製品の包装を開けてはいけない。 

3.待合室に製品を陳列して飼育者が選べるようにする。 

4.犬・猫を診療して駆除剤を処方する。 

5.駆除剤の価格を広告する。 

 

正解 4. 



 

問 11.次の中から犬・猫の保定について間違っているものを 1つ選びなさい。 

1.攻撃的な動物は、薬物による鎮静を行うこともある。 

2.動物・獣医師・飼育者だけではなく保定者の安全を確保するように保定する。 

3.動物種・年齢・性格・処置等に配慮して保定方法を考える。 

4.動物の負担を少なく、素早く処置ができるように保定する。 

5.保定は、素早く処置を行うために動物を力任せに抑える。 

 

正解 5. 

 

問 12.次の中から最も長い注射針を 1つ選びなさい。 

1.  2.  3.  

4.  5.  

 

正解 5. 

 

問 13.次の中から気管チューブを気管に挿入するときに使用する器具を 1つ選びなさい。 

1.  2.  3.  



4.  5.  

 

正解 1. 

 

問 14.次の中から滅菌・消毒に関して間違っているものを 1つ選びなさい。 

1.滅菌は、物理的・化学的な方法で微生物を死滅または完全に除去して無菌状態を作ること

をいう。 

2.消毒は、物理的・化学的な方法で微生物を数的に減少させることをいう。 

3.高圧蒸気滅菌は、121℃15分、115℃20分等の高圧高温で微生物を死滅させる。 

4.ポビドンヨードは、皮膚障害が強いために生体に使用することは禁忌である。 

5.煮沸消毒では微生物の完全な除去はできない。 

 

正解 4. 

 

問 15.次の中から腸鉗子を 1つ選びなさい。 

 

 

正解 1. 

 

問 16.次の中から高圧蒸気滅菌できないものを 1つ選びなさい。 

1.縫合針 



2.布製ガウン 

3.鑷子 

4.腸鉗子 

5.気管チューブ 

 

正解 5. 

 

問 17.次の中から消化器系ではない器官を 1つ選びなさい。 

1.口腔 

2.食道 

3.胃 

4.大腸 

5.子宮 

 

正解 5. 

 

問 18.次の中から循環器系の疾患ではないものを 1つ選びなさい。 

1.僧帽弁閉鎖不全症 

2.心内膜炎 

3.動脈管開存症 

4.膿胸 

5.心室中隔欠損症 

 

正解 4. 

 

問 19.次の中から感染性医療廃棄物に分別されないものを 1つ選びなさい。 

1.注射針 

2.採血に用いたシリンジ 

3.ワクチン接種に用いたシリンジ 

4.ワクチン空バイアル 

5.ビタミン剤空アンプル 

 

正解 5. 

 

問 20.次の中から医療廃棄物に関して間違った記述を 1つ選びなさい。 

1.動物病院から排出される廃棄物は産業廃棄物であり、特に感染性医療廃棄物は特別管理産



業廃棄物に分類され、運搬・処理には厳しい規制がある。 

2.感染性医療廃棄物は、バイオハザードマークが付いた専用容器に分別する。 

3.動物病院が排出する書類類等の事務系廃棄物も医療廃棄物に分別する。 

4.医療廃棄物の運搬・処理を委託する場合は、許可を受けた業者に委託し、運搬・処理が適

切に完了したことを報告する産業廃棄物管理票（マニフェスト）を必ず受け取り、産業廃棄

物管理票は 5年間保存する。 

5.医療廃棄物の運搬・処理を委託した業者が不法投棄した場合、動物病院にも排出者責任が

ある。 

 

正解 3. 

 

問 21.次の中から写真の器械の名称を 1つ選びなさい。 

 

1.自動血球計測器 

2.輸液ポンプ 

3.超音波診断装置 

4.分包機 

5.近赤外線治療器 

 

正解 4. 

 

問 22.次の中から 2tabs bid po 10days と処方箋に記載されている場合の薬剤量・投与経路



を 1つ選びなさい。 

1.1回 1錠 1日 2回 10日分経口投与 

2.1回 2錠 1日 2回 10日分経口投与 

3.1回 2カプセル 1日 2回 10日分経口投与 

4.1回 2錠 1日 2回 10日分皮下投与 

5.1回 2錠 1日 3回 10日分皮下投与 

 

正解 2. 

 

問 23.次の中から写真の器具の名称を 1つ選びなさい。 

1.血圧計 

2.輸液バック 

3.加温バック 

4.加圧バック 

5アンビューバック 

 

正解 4. 

 

問 24.次の中から消化管内寄生虫ではないものを 1つ選びなさい。 

1.回虫 

2.鉤虫 

3.ジアルジア 

4.アカラス（毛包虫） 

5.コクシジウム 

 

正解 4. 

 

問 25.次の中から病理組織検査のための組織固定液として使用するものを 1 つ選びなさい。 

1.生理食塩液 



2.リンゲル液 

3.ホルマリン液 

4.クロルヘキシジン液 

5.ポビドンヨード液 

 

正解 3. 

 

問 26.次の中から血液中の細胞成分ではないものを 1つ選びなさい。 

1.フィブリン 

2.リンパ球 

3.赤血球 

4.血小板 

5.好中球 

 

正解 1. 

 

問 27.次の中から尿検査の項目ではないものを 1つ選びなさい。 

1.ブドウ糖 

2.潜血 

3.pH 

4.比重 

5.ヘマトクリット 

 

正解 5. 

 

問 28.次の中からイヤーチップの写真を 1つ選びなさい。 

1.  2.  3.  



4.  5.  

 

正解 1. 

 

問 29.次の中から聴診器を使用する目的として間違っているものを 1つ選びなさい。 

1.心音を聞く 

2.肺の呼吸音を聞く 

3.胃の音を聞く 

4.腸の蠕動音を聞く 

5.胸の動きを聞く 

 

正解 5. 

 

問 30.次の中から心拍数の計測方法として間違っているものを 1つ選びなさい。 

1.心拍数は 10秒間の回数を表示する。 

2.聴診器によって心音を計測する。 

3.通常は心拍数と脈拍数は一致するので、大腿動脈の拍動数を計測する。 

4.胸部を触知して心臓の拍動数を計測する。 

5.10秒間の心拍数・拍動数を計測して 6倍する。 

 

正解 1. 

 

問 31.次の中から血液塗抹標本を染色するときに必要ではないものを 1つ選びなさい。 

1.消毒用エタノール 

2.ライト液 

3.ギムザ液 

4.リン酸緩衝液 

5.メタノール 

 

正解 1. 



 

問 32.次の中から血液塗抹の染色に使用しない染色法を 1つ選びなさい。 

1.ライトギムザ染色 

2.フルオレセイン染色 

3.ギムザ染色 

4.ライト染色 

5.クイック染色 

 

正解 2. 

 

問 33.次の中から血液検査を実施するときの注意として間違っているものを 1 つ選びなさ

い。 

1.採血のときは、検査結果が変動する可能性があるので動物を興奮させない。 

2.白血球数を計測するときは、抗凝固剤として EDTAを使用する。 

3.血球数を計測するときは血液を充分に静置してから直ぐに血液を使用する。 

4.塗抹標本は、塗抹面にホコリ等が付着しないようにする。 

5.スライドグラスは、脱脂処理されたものを使用する。 

 

正解 3. 

 

問 34.次の中から採血した血液の処理として間違っているものを 1つ選びなさい。 

1.血液が凝固しないように素早く処理する。 

2.試験管等に血液を分注するときは、素早く行うために泡立つぐらいに勢いよく分注する。 

3.血液塗抹用の血液には、凝固しないように EDTA を混ぜる。 

4.血清分離用には、凝固促進剤と分離剤が入った試験管に血液を分注する。 

5.血漿分離用には、抗凝固剤と分離剤が入った試験管に血液を分注する。 

 

正解 2. 

 

問 35.次の中から犬回虫の感染経路として間違っているものを 1つ選びなさい。 

1.感染犬の糞便摂取による経口感染 

2.待機宿主の捕食による経口感染 

3.経皮感染 

4.胎盤感染 

5.乳汁感染 

 



正解 3. 

 

問 36.次の中から検査対象動物が放射線被曝する検査を 1つ選びなさい。 

1.MRI 

2.CT 

3.心エコー検査 

4.心音図検査 

5.胃内視鏡検査 

 

正解 2. 

 

問 37.次の中から入院ケージの清掃・管理の注意として間違っているものを 1 つ選びなさ

い。 

1.入院室の清掃時は、スタッフへの人獣共通感染症の感染防止のため、マスク・手袋を着用

する。 

2.入院室の状態を把握するために、温度・湿度を確認する。 

3.ケージの清掃の基本は、下から上・手前から奥である。 

4.入院動物の逃走防止のため、清掃等でケージから入院動物を出すのときは、繋ぎ止めたり

クレートに入れる。 

5.院内感染防止のため、清掃時は個体ごとに使用するタオルを変えたり消毒を行う等の対応

をする。 

 

正解 3. 

 

問 38.次の中から入院動物の管理として間違っているものを 1つ選びなさい。 

1.入院動物の排泄物を確認して、必要があれば獣医師に検査の指示を仰ぐ。 

2.入院動物の状態が変化した場合には、直ぐに獣医師へ報告する。 

3.入院中の緊急なときに備えて飼育者の緊急連絡先を確認する。 

4.飼育者から食餌の好みを聞いておき、入院中の食餌を獣医師に確認する。 

5.心肺停止のときは心肺蘇生を行い、反応がなければ獣医師に連絡する。 

 

正解 5. 

 

問 39.犬の熱中症対策として最も有効な方法はエアコンによる室温管理であるが、次の中か

らエアコン使用の次に有効な方法を 1つ選びなさい。 

1.サークルに入れて扇風機の風をあてる。 



2.飲水量を増やす。 

3.缶詰の食餌に変更して、摂取水分量を増やす。 

4.40℃ぐらいのお風呂に入れる。 

5.遮光カーテンで室内に差し込む日差しを防ぐ。 

 

正解 5. 

 

問 40.次の中から食欲廃絶の動物への食餌管理として正しいものを 1つ選びなさい。 

1.栄養摂取は、必ず経口摂取でなければならない。 

2.入院中の食餌管理は食べるものであれば何を与えてもよい。 

3.流動食を強制給餌するときは、嘔吐する・嚥下しない場合でも給餌を続ける。 

4.経口摂取が困難な場合は、経鼻チューブ・栄養カテーテル等による強制給餌を行う。 

5.カテーテルによる強制給餌のときに流動食が入らない場合、シリンジを強く押し込むこと

を繰り返す。 

 

正解 4. 

 

問 41.次の中から 5大栄養素ではないものを 1つ選びなさい。 

1.水 

2.タンパク質 

3.炭水化物 

4.ミネラル 

5.脂質 

 

正解 1. 

 

問 42.次の中から犬猫の嗜好性について間違っているものを 1つ選びなさい。 

1.犬は甘味を好む 

2.猫は甘味を感じない 

3.猫は暖かい食べ物より冷たい食べ物を好む 

4.犬よりも猫のほうが脂肪の要求量が多い 

5.犬猫は苦味を嫌う 

 

正解 3. 

 

問 43.次の中から人獣共通感染症を 1つ選びなさい。 



1.ジステンパー 

2.犬アデノウイルス感染症 

3.犬パルボウイルス感染症 

4.犬パラインフルエンザ 

5.レプトスピラ症 

 

正解 5. 

 

問 44.次の中から交尾排卵動物ではないものを 1つ選びなさい。 

1.犬 

2.猫 

3.ウサギ 

4.フェレット 

5.ミンク 

 

正解 1. 

 

問 45.次の中から猫の妊娠期間として適切なものを 1つ選びなさい。 

1.約 2週間 

2.約 1ヶ月 

3.約 2ヶ月 

4.約 3ヶ月 

5.約 4ヶ月 

 

正解 3. 

 

問 46.次の中からウサギに関して間違っているものを 1つ選びなさい。 

1.齧歯目 

2.常生歯で一生伸びる 

3.周年繁殖で一年中繁殖が可能 

4.妊娠期間は約 30日間 

5.授乳は一日 1～2回 

 

正解 1. 

 

問 47.次の中から身体障害者補助犬法において身体障害者補助犬と規定されているものを 1



つ選びなさい。 

1.警察犬 

2.聴導犬 

3.災害救助犬 

4.麻薬探知犬 

5.セラピードッグ 

 

正解 2. 

 

問 48.次の中から家畜伝染病予防法において届出伝染病に指定されている犬の感染症を 1つ

選びなさい。 

1.犬コロナウイルス感染症 

2.狂犬病 

3.ブルセラ症 

4.レプトスピラ症 

5.犬糸状虫症 

 

正解 4. 

 

問 49.次の中から野生動物の診療を許可された動物病院であっても診療ができない野生動

物を 1つ選びなさい。 

1.ハクビシン 

2.ヌートリア 

3.タヌキ 

4.アオサギ 

5.コサギ 

 

正解 2. 

 

問 50.次の中から犬猫の採血を実施できる場合を 1つ選びなさい。 

1.獣医師の指示による愛玩動物看護師による採血 

2.獣医師の指示がない愛玩動物看護師による採血 

3.獣医師の指示による動物診療助手による採血 

4.獣医師の指示がない動物診療助手による採血 

5.誰が実施してもよい 

 



正解 1. 

 


